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~激変する時代に対応する社会基盤としての議会を実装する～~激変する時代に対応する社会基盤としての議会を実装する～

後援
早稲田大学

マニフェスト研究所

共催

ローカル ・ マニフェスト推進連盟
主催

コロナ禍で進んだ生活様式の変容、人口構成の変化による公共サービスの危機、
凄まじいスピードで進化する生成AIなどデジタル技術の革新、

「地方分権」「マニフェスト」20年を経た、あたらしい民主主義の再定義――。
私たち地方議会は、こうした激変する時代にいかに立ち向かい、対応するのか。

地方議会こそが社会の激変に的確に対応し、地方から国を変えていくという決意のもと、
今年も早稲田大学大隈講堂で「全国地方議会サミット」を開催します。

専門家や当事者の議論に加え、各地の議会から事例紹介も交えて大いに提起します。
全国各地からのご参加をお待ちしております。

コロナ禍で進んだ生活様式の変容、人口構成の変化による公共サービスの危機、
凄まじいスピードで進化する生成AIなどデジタル技術の革新、

「地方分権」「マニフェスト」20年を経た、あたらしい民主主義の再定義――。
私たち地方議会は、こうした激変する時代にいかに立ち向かい、対応するのか。
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全国各地からのご参加をお待ちしております。

日 時 |  D a y 1  |  2 0 2 3 年 7 月 5 日（ 水 ）1 3 : 0 0 - 1 8 : 0 0
|  D a y 2  |            7 月 6 日（ 木 ）1 0 : 0 0 - 1 6 : 0 0

会 場
早 稲 田 大 学 大 隈 記 念 講 堂（ 大 講 堂 ）
〒 1 6 9 - 0 0 7 1  東 京 都 新 宿 区 戸 塚 町 1 - 1 0 4
オ ン ラ イ ン 配 信 あ り（ Z o o m ミ ー テ ィ ン グ ）
事前にお申し込み頂いた方に限り後日アーカイブ配信をご覧いただけます

対 象 議 員 、議 会 事 務 局・自 治 体 職 員 、市 民 等

定 員 |  会 場  ｜ 先 着 1 0 0 0 名 様 　 ｜ オ ン ラ イ ン ｜ 定 員 無 し

参 加 費 |  議 員  |  1 0 , 0 0 0 円
|  一 般  |  　 　          5 , 0 0 0 円     

申込方法 ウェブもしくは裏面のFAX申込書より 期日：2023年6月30日（金）

主 催 者
| 主 催 | ローカル・マニフェスト推進連盟 マニフェスト大賞実行委員会
| 共 催 | 早 稲 田 大 学 マ ニ フ ェ ス ト 研 究 所
| 後 援 | 全 国 市 議 会 議 長 会  全 国 町 村 議 会 議 長 会

問 合 先 | 電 話 ｜ 03-6709-6739   ｜ メ ー ル ｜ mani@maniken.jp
事務局 早稲田大学マニフェスト研究所（亀井、山内）

*いずれも税込。2日間を通しての金額です。
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W
ED 13:00-18:00

※ プログラムは現時点の予定であり、変更になる可能性があります。

基調講演

早稲田大学 名誉教授、元三重県知事 北川 正恭早稲田大学 名誉教授、元三重県知事 北川 正恭

激変する時代に対応する議会を
　　　　　　　　　　実装せよ
激変する時代に対応する議会を
　　　　　　　　　　実装せよ

特別講演

デジタルで変わる社会
         地方と議会への期待
デジタルで変わる社会
         地方と議会への期待

デジタルで変わる自治体・政策

都城市 総合政策部デジタル統括課 佐藤 泰格都城市 総合政策部デジタル統括課 佐藤 泰格

マイナンバーカード交付率9割超え
　　　　　  都城市のデジタル戦略
マイナンバーカード交付率9割超え
　　　　　  都城市のデジタル戦略
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T
H

U 10:00-16:00
途中昼食休憩あり

全国地方議会サミット2023

https://maniken.jp/summit/

オンラインとデジタルを活かす

デジタルが拓くあたらしい民主主義

早稲田大学マニフェスト研究所 事務局長 中村 健早稲田大学マニフェスト研究所 事務局長 中村 健

Society5.0時代の
　　　あたらしい民主主義
Society5.0時代の
　　　あたらしい民主主義

議会デジタル化の必要性
ChatGPTなどの生成系AIとどう向き合うか
議会デジタル化の必要性
ChatGPTなどの生成系AIとどう向き合うか

取手市議会 議長 金澤 克仁取手市議会 議長 金澤 克仁

デジタル・オンライン活用最前線
AI活用による議会の視覚化と市民参画
デジタル・オンライン活用最前線
AI活用による議会の視覚化と市民参画

河村 和徳河村 和徳

デジタルで変わる市民と議会
まちだん宮崎市議会DX実証実験より
デジタルで変わる市民と議会
まちだん宮崎市議会DX実証実験より
Gcomホールディングス株式会社

まちだん担当
Gcomホールディングス株式会社

まちだん担当

つくば市長 五十嵐 立青つくば市長 五十嵐 立青

つくば市が取り組む選挙DX
インターネット投票実証実験より
つくば市が取り組む選挙DX
インターネット投票実証実験より

デジタル大臣 河野 太郎デジタル大臣 河野 太郎

横須賀市 デジタル・ガバメント推進室 寒川 孝之横須賀市 デジタル・ガバメント推進室 寒川 孝之

ChatGPTの自治体活用実証
　　　横須賀市のデジタル戦略
ChatGPTの自治体活用実証
　　　横須賀市のデジタル戦略

県立長野図書館長 森 いづみ県立長野図書館長 森 いづみ

全国初 県内全77市町村との
  協働電子図書館「デジとしょ信州」
全国初 県内全77市町村との
  協働電子図書館「デジとしょ信州」

鼎談

自治体監査と議選監査委員を活かす

政策サイクルと
　　　　　政策財務
政策サイクルと
　　　　　政策財務

大正大学 教授 江藤 俊昭大正大学 教授 江藤 俊昭

議選監査委員の活かし方
        行政のかかりつけ医
議選監査委員の活かし方
        行政のかかりつけ医

可児市議会議員、議選監査委員 川上 文浩可児市議会議員、議選監査委員 川上 文浩

監査委員との連携
自治体監査・議選監査の活かし方
監査委員との連携
自治体監査・議選監査の活かし方

鎌倉市監査委員事務局長
前議会事務局議事調査課長

鎌倉市監査委員事務局長
前議会事務局議事調査課長

地方分権の 20 年と
これからの 10 年を展望する
地方分権の 20 年と
これからの 10 年を展望する

早稲田大学 名誉教授、元三重県知事 北川 正恭
大正大学 教授、元総務大臣 片山 善博

法政大学 総長 廣瀬 克哉

早稲田大学 名誉教授、元三重県知事 北川 正恭
大正大学 教授、元総務大臣 片山 善博

法政大学 総長 廣瀬 克哉

政策議会の一般質問

一般質問を
議会の政策資源にするシクミ
一般質問を
議会の政策資源にするシクミ

法政大学 教授 土山 希実枝
実践議会 北海道鷹栖町議会

ほか

法政大学 教授 土山 希実枝
実践議会 北海道鷹栖町議会

ほか

政策につよい議会をつくる

政策決議提案とガイドライン政策決議提案とガイドライン

奥州市議会 議長 菅原 由和奥州市議会 議長 菅原 由和

株式会社メディアドゥ 電子図書館推進センター 林 剛史株式会社メディアドゥ 電子図書館推進センター 林 剛史

デジタル図書館と
　　アクセシブルライブラリー
デジタル図書館と
　　アクセシブルライブラリー

終了後意見交換会（先着150名様、参加費4,000円程度、要申込）

議選監査委員を活かす議選監査委員を活かす

あきる野市議会議員、議選監査委員 子籠 敏人あきる野市議会議員、議選監査委員 子籠 敏人

議会における政策づくりと
　　　　　　　　政策法務
議会における政策づくりと
　　　　　　　　政策法務

関東学院大学 教授 津軽石 昭彦関東学院大学 教授 津軽石 昭彦

東北大学大学院 准教授
都道府県議会デジタル化専門委員会座長

東北大学大学院 准教授
都道府県議会デジタル化専門委員会座長

谷川 宏谷川 宏

財前 貴玄財前 貴玄



早稲田大学マニフェスト研究所宛

全国地方議会サミット 参加申込書（ 専用）

参加日
※必須

□ 両日（ 月 日・ 日）
□ （ 月 日）のみ
□ （ 月 日）のみ

参加方法
※必須

□ 会場（先着 名様）
□ オンライン（定員無し）

請求書お宛名※必須 様

参加人数 議員（10,000円／人）︓ 名様 参加人数 議員以外（5,000円／人）︓ 名様

参加者氏名（ふりがな、
所属）※別紙可
※必須
参加される方全員の氏名、
ふりがな、所属を記入してく
ださい。

▼ 参加申込書を受領後、事務局より「請求書」を送付します。請求書発行に必要な事項を記入してください。

電話番号
※必須

メールアドレス
※必須

【注意】こちらに記入のアドレス宛に当日のご案内等を送付します。参加者が複数名で、皆様個別
にご案内が必要な場合は、氏名と合わせて全員分のメールアドレスを記入してください（別紙可）。

請求書但書・日付

【注意】原則として、但し書は「全国地方議会サミット （ 月 日・ 日開催）参加費として」／日付は請求書発行日を記載します。別
に指定がある場合のみご相談ください。

ご住所
※必須

〒 ー
住所︓ 御担当者名︓ 様

※上記御担当者様の電話番号︓ メールアドレス︓

＜問合せ先＞ 事務局（早稲田大学マニフェスト研究所 担当：亀井・山内）
電話： ： メール：

意見交換会
参加者氏名（ふりがな、
所属）※別紙可
※必須
参加される方全員の氏名、
ふりがな、所属を記入してく
ださい。
※参加しない場合未記入

月 日）終了後に意見交換会（先着 名様定員／参加費 円程度 当日現金払いのみ）
を予定しています。

送付方法※必須 □ 電子データ（ ） □ 原本郵送（別途 円の手数料を申し受けます）


